





 2013 年度も福井大学 教育地域科学部 学校教育課
程の教員養成カリキュラム改革として様々な取り組み
が進められた。特に大きかったのは、2013 年 12 月 14
日（土）と 21 日（土）に開催された「教育実践研究 公
開クロスセッション」である。この内容については、





















続・大学入学者選抜の在り方について』（2013 年 10 月
31 日）が出された直後であったこともあってか、12
月 14 日と 21 日の 2 日間で、大学生 297 人、高校生 117





















































































































こと」（Dewey, 1933, p. 9＝邦訳、1950、9-10 頁を改訳）
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 本学部で 2011 年度に新設された「教職実践演習」は、
この取り組みの延長線上に位置付くものである。本学
???????????????????（?????）










































































































































































































































































































































































































(2) 参照枠としての DeSeCo コンピテンス概念 
a. 新しい能力の選択 
 OECD が 1997～2003 年に DeSeCo（Definition and 






（Programme for International Student Assessment）、
PIAAC（Programme for the International Assessment of 
Adult Competencies）、AHELO（Assessment of Higher 

































































































 例えば、PISA の科学的リテラシ （ーscientific literacy）
図 DeSeCoキー・コンピテンシーの全体枠組み





































































































































































































































































































つながる。（Mezirow, 1991＝邦訳、2012、142 頁） 
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Zone of Proximal Development）」（ヴィゴツキー、2001）
への注目が改めて確認されるわけだが、それを文化歴
















































































授（ATC21S: Assessment and Teaching of 21st-Century 
Skills）」プロジェクト（以下、「ATC21S」と略記）の













































Kozma, & Quellmalz, 2012＝邦訳、2014、130 頁を改
訳） 
???????????????????（?????）
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  これらは、ICT の利用の仕方といった具体的な取り
組み方に違いはあるものの、大きなコンセプトとして
は、これまで筆者が「協働的な省察的探究としての評
























ミー教師教育委員会（National Academy of Education 
Committee on Teacher Education）による提言
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1．追究の継続性  専門職としての目標の達成のために，実践研究に十分に継続して従事してきている。  
2．追究の協働性  他者の追究を跡付け，理解し，援助してきている。  
3．追究するテーマの質 重要なテーマを追究し，深い分析を行い，学術的根拠に基づいた説得的な議論を展開できている。
4．視野の広がり  広い視野のもとに自身の追究のテーマを位置付けている。  
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